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早大･理工 相 沢 洋 二
保存系のカオスには,これまでもいくつかの普遍則が知られている｡(Greene,Kadanoff,
Mackay,etc)それらは或る種の周期軌道に注目する方法 (フアイゲンバウム･アプローチ)















































保存系にはKAM トー ラスが存在するが,自由度 3以上ではアーノルド拡散によってカオス
領域は連結しているものと一応仮定しておく｡ その条件の下でもはたしてカオス領域に等重率
の原理が成立するかどうか疑わしい｡微視的詳細釣合いの原理についても,遷移時間が大きい
極限をとったとしても同様と考えられる｡これらはLongTailの存在と関係しているが,直
接的には保存系にはルベーグ測度以外にも漸近的に安定な測度 (多重エルゴ-ド成分)が無数
に存在するという結果に起因する｡
(2)相空間の流れは粘性流か,また平均操作は意味をもっか
相空間の流れは完全流体と考えて来た｡非圧縮性は測度保存性による｡しかし,多重エルゴ
- ド運動や淀み運動の存在によって完全流体ではあり得ない｡さらに同じ理由によって観測量
のLargeDeviation特性が失われることがあり,平均の意味も再考をせまられることにな
る｡
以上の予想はカオスとKAMの狭い境界に注目して得た普遍則をよりどころとしているので,
いづれ統計力学の枠組みの中でもっと合理的に解釈されるべきものと考えているが,ここでは
敢えてパラドックス的に述べた｡
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